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⼤阪⼤学のオンライン授業の実施状況
• 春夏学期中の授業はメディア授業（オンライン授業）として実施
• 4⽉9⽇から授業を開始（新⼊⽣・全学共通教育科⽬は4⽉20⽇から開始）

• LMS（授業⽀援システムCLE）を積極的に活⽤しつつ、
授業・学習内容に応じたオンライン授業の⼿法を各授業で選択
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オンライン授業の⼿法

リアルタイム・双⽅向型講義配信形式 ビデオ会議システム等を利⽤し、リアルタイムで講義を配信

リアルタイム・双⽅向型ミーティング形式 ビデオ会議システム等を利⽤し、グループワーク等を実施

⾮同期・オンデマンド型講義動画配信形式 事前収録した講義動画をLMS上で配信

⾮同期・オンデマンド型資料配信形式 講義資料・課題を配信



授業⽀援システム CLE

• 2006年に全学導⼊ WebCT → Blackboard Learn(2012)
• 正規科⽬は、学務情報システム（KOAN）と連携し、コース登録
• 2019年度よりAWSでのSaaSに移⾏
• 教員へはCLE講習会を年に複数回開催

（現在はオンデマンド型セミナーを開催）

• 新⼊⽣は、2019年度以降、全学共通教育科⽬
情報社会基礎・情報科学基礎（Blended Learning）
でCLEを本格的に利⽤
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Collaboration and Learning Environment



教員のLMSヘのログイン⼈数
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2019年度と⽐較し、1.6〜4.5倍のログイン⼈数

オンライン授業準備で
3⽉からログイン件数が急増



学⽣のLMSヘのログイン⼈数
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LMSのセッション数の推移
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事例紹介 情報社会基礎・情報科学基礎

• 全学共通教育科⽬の⼀般情報教育科⽬
- 全学教育推進機構を開講部局とし、サイバーメディアセンターが

コースデザイン・教材・演習ツール等の提供を担当
- 2019年度より全学統⼀の授業としてリニューアル

• 春学期開講の1年⽣向け※必修科⽬
- 週2コマ（同期の対⾯授業と⾮同期のオンライン授業）の2単位科⽬

• 2020年度は対⾯授業回（同期）もオンライン授業に
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2019年度と2020年度の違い
• 新⼊⽣のネット環境への配慮
• 前半はオンライン授業回は

講義動画による知識習得型授業、
対⾯授業回は演習授業を実施。
2020年度は対⾯授業相当回（演習）も
オンデマンド型に変更。

• 後半のプログラミング授業回（演習）も
全ての回をオンデマンド型に変更※

（情報社会基礎︓3回、情報科学基礎︓5回）
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回 トピックス
1, 2 ガイダンス(オンラインで実施）

3 メディアとコミュニケーション

4, 5 情報のディジタル化とコンピューティ
ングの要素と構成

6, 7 情報ネットワークと情報セキュリティ
8, 9 インターネットサービスの仕組み
10 中間テスト + 前半授業の振り返り

11〜13 プログラミング演習
14 社会で利⽤される情報技術
15 期末テスト

情報社会基礎の標準授業計画（2020）

※ 詳細はこちら︓ ⽩井詩沙⾹「⼤阪⼤学における初年次情報教育についてーSaaSを⽤いたプログラミング教育の導⼊」
【第15回】4⽉からの⼤学等遠隔授業に関する取り組み状況共有サイバーシンポジウム
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2020年度のコースへのアクセスログ
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• 情報社会基礎 3クラス（1学部）を対象
• テスト（理解度テスト・授業アンケート）、コンテンツのアクセスログが多く、

次に成績表へのアクセスログが多い

種類 アクセスログ数

テスト
（理解度テスト・授業アンケート） 88135

コンテンツ
（講義動画・資料等） 56698

成績表 2567

掲⽰板 2155

連絡事項
（教員からの案内） 1732

Eメール 332

0.2%
1.1%

1.4%
1.7%

37.4%58.1%

Eメール

連絡事項

掲⽰板

成績表
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テスト



2020年度のビデオの視聴回数
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• 同期型授業終了後から次の同期型授業前⽇が視聴期限
• 教材公開直後か期限１〜2⽇前に視聴する傾向あり

︓同期型授業実施⽇



振り返りテストの試⾏回数の⽐較
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• 授業中盤に振り返りテストを実施（何度も受験可能）
• 毎回の⾮同期型授業において実施されている理解度テストから構成

t (298.99) = - 2.33, p<.05 となり
2020年度の⽅が有意に試⾏回数が
多かった0.00
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2019 2020

年度 N 平均
試⾏回数 SD

2019 156 2.33 1.89

2020 161 2.91 2.47
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プログラミング演習教材の完了率の⽐較
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• 2019年度の完了率を踏まえ
2020年度は教材の難易度等を調整

• 2020年度の完了率はほぼ100%に

2020年度2019年度

年度 演習 スライド数
（演習課題込み） 完了数 完了率

2019
（N=156）

1 24 3566 95.2%
2 18 2524 89.9%
3 17 2502 94.3%

2020
（N=161）

1 23 3691 99.7%
2 15 2408 99.7%
3 17 2731 99.8%
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ログ分析の課題
• 各教員が⾃分の授業ログを分析することで授業改善につ

なげることができる
• LMSなどのサービス提供側が分析することで、より良い

サービスの提供に利⽤できる
• さらには。。。

いずれにせよ、簡単にこれらを分析・表⽰できるかが重要、
現在は個別の⼿作業で⾏っており効率が良くない。
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まとめ
• ⼤阪⼤学におけるLMSおよび学習⽀援ツールのログデータを分析
• 情報社会基礎の2019年度（対⾯授業とオンライン授業の

ブレンド型授業）と2020年度の授業の学習データを⽐較
– 2020年度の⽅が振り返りテストの試⾏回数・教材の完了率が増加
– 2019年度の授業状況を鑑み、2020年度の教材の難易度や分量を調整

• 全学的に推進するには、Learning Record Storeの整備や
可視化ツールの提供が必要
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授業設計・教材の調整により⾃律的学習が促進されたと考えられる


